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するとともに， X線的手法にて潤滑膜の元素分析および組成分析を行ない， PbO の潤滑機構を考察し















化物である PbO を潤滑剤として利用することを考え ステンレス鋼の3000C ~ 7000C における温間鍛
造を可能ならしめた。更に，毒性のある PbO の代りに， Bi 20 3 の利用を考え，ほう砂にこれを少量
混合することにより，又， B2 03 をパインダとして黒鉛， MoS2 を空気からしゃ断することにより，
ステンレスその他の特殊鋼の温問鍛造に優秀な潤滑性を発揮する潤滑剤を開発した。著者は更に潤滑
剤と鋼との反応成物の組織を X線回折法を用いて明らかにし，すぐれた潤滑性のよって来る所以を明
らかにすると共に，潤滑機構のモデルを提出した。
本論文は，冷・温間鍛造の発達に寄与すると共に高温における潤滑に対する化学反応の重要性を示
唆した点において工業上，学問上に貢献するところが大であり，博士論文として価値あるものと認め
られる。
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